
 

（１） 〈図１〉で普通列車と車に着目すると、 

80mの追い越しと見ることができるので、 

普通列車の速さと Aの差は 

5.124.680 = （m/s） 

であることがわかります。 

〈図２〉で特急列車と車に着目すると、 

240mの追い越しと見ることができるので、 

特急列車の速さと Bの差は 

5.732240 = （m/s） 

同様に、普通列車と Bの差は 

5.23280 = （m/s） 

となります。 

〈図１〉に戻り、普通列車と特急列車は 

32080240 =+ （m） 

の出会いになっているので、速さの和は 

504.6320 = （m/s） 

となります。 

また、速さの差は 

105.25.7 =+ （m/s） 

なので、特急列車の速さは 

108100060602)1050( =+ （km/h） …（答） 

 

 

（２） 普通列車の速さは 

202)1050( =− （m/s） 

なので、Aは 

5.75.1220 =− （m/s） 

Bは 

5.22328020 =+ （m/s） 

であることがわかります。 

これをもとにグラフをかくと〈図３〉のように 

なります。 

図の２つの斜線部の面積が等しくなる 

ような xを求めることになります。 

図中の２つの三角形の面積比は 

1:2511:55 =  

なので、右側の長方形の面積は 

24125 =−  
となります。よって 

6
22461

6
18 =

+
=x （秒） …（答） 

〈図１〉最初の出会い 

 

 
 

 

〈図２〉最後の追い越し 
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   ★今週の１題★  通過算  ～解説～ 

〈図３〉 
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